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す
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す
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す
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搦
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併
し
人
間
が
經
濟
的
動
物
で
な
い
と
す
れ
ば
、■

物
質
主
義
の
歷
史
解
釋
は
正
し
く
な
い
。
そ
れ
览
唯
ミ
人
間
坐
活
の
旎
史
に
於
け
る

.

.

.
■ 

- 

-
:
'
.
.
. 

. 

-

.

. 

. 

- 

. * 

■ 

. 

■

•■.
:
 

. 

•
- 

- 

: 

- 

- 

.- 

、

■-
..- 

. .. 

.- 

' 
r,
 

- 

;

を
栺
摘
す
る
に
止
ま
る
。
唯
t
此1

面
的
觀
察
か
.らI

切
の
必
然
性
を
要
求
す
る
の
は
論
理
的
游
越
の
誤
を
犯
.す

も

の

せ

、
あ

る

。

'
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感
ベ

現
代
の
代
表
，的
な
全
體
主
義
の
思
潮
と
見
k
れ
る
所
の
；

m
ト
ラ
1
'の
思
想
忙
し
て
.■%
ム
ソ
9

! u 

g
; M
儺
家W

T
r

其
I
も
大
な 

共
通
の
特
微
は
前
時
代
に
支
觑
啲
で
あ
つ
た
此
物
質
主
羲
思
想
，を
打
破
す
る
.こ
と
で
あ
3

^

0人
が
單
忙
繼
.傭
胸
綱
寄
の
打
算
か
ら
階 

級
を
結
成
し
、
そ
の
爲
に
の
み
行
動
す
る
も
の
で
な
ぃ
こ
と
を
實
.證
し
且
っ
又
捉
は
れ
た
る
人
々
に
之
を
說
<
爲
モ
此
人
鏟
は
民
族

精

神

：を

鼓

吹
.し
"

_
家
_
銃
ユ
お
强
睛
し
、
.
.而
し
て
國
民
主
義
ね
團
結
^
說
敎
し
食
の
^

:
%奪

：

F

經
濟 

S

命
化
り
^
と
^

ふ
ナ
チ
ス
^
標
靜
は
フ
此
精
神
钇
端
的
把
表
現
ず
る
冬
の
^
外
な
ら
ぬ
。
： 

• 

■

:

ラ
經
濟
§

^

に

於

け
.3
^
濟
の
地
位
は
>

^
、ダ
_ャ

入

窆

丨

デ

チ

た

の

,
經
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_
_
ヰ̂
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け
ら
れ
て
居
：名
。.
庇
獬
釋
：は
^
:ル
泛K

全
義
迄
依
0
て
も
代
表
さ
れ
て
：
^

.Q:

上

に

立

：
つ
.も

め

怒

か

ら

で

あ

る

：。

.
_民
社
會
主
義
ゆ
之
£
.對
1>
薏
1
的

圮「

政

治

は

我̂.
^
運
命
な
^

と
い
ふ
命
題
ぞ
村
立
て
る
ン
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I

ナ
^

經

濟

年

鑑I

す

所
I

震

)

。-
政

治

が_

あ

る
。
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我
.々

は
ナ
チ
ス
や
フ
ァ
ッ
.シ*

,の
.
世

界

觀

の

由

來

を

說

明

し

て

之

を

‘
歷

史

的

產

物

で

あ

：
る

と

a
る7

J

と

が

ハ

で

き

务
,'
9

■か
V-
:る

思
a
:の

董

の
f

t

ね

て

慶

史f

.
に

證

濟

的

娌

由
I

出

雯

I

が
で
I

々

而

皂
 

卜

？
の
歷
史
的
必
：然
性
を
說
く
な
ら
ば
ブ
ぞ
和
ゆ
芷
し
.く
な
い
0)

蓋
^
我

：
々

は

或

原

因

が

在

る

^

'を
證
明
す
名
資
格
|:
'
-持
ち
得
：荩
い
か
.
&で
あ
.る
々：：

一
切
の
出
^

- «
は
«
て
、原
0
を
#

つ
か
^

と
い
ふ
‘理
由
で
ー
切
の
砠
_

ば
必
^
ぼ

.

s

f

l

lは
、バ
少
し
意
然
幣
の
修
に

.，
未

來

べ

流

れ

て

.
ゆ

く

も

の

セ

あ

'
る

が
^

>
そ
れ
^
因
果
的
關
係
を
敝
け
岑
と
ど
は
容
易
で
あ
名
。：篆

&
檩
鈐
選
汰
V
:
.或
#
界
觀
ゼ
組
、

.
:厂
.
.
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政
治
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濟
學
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政
治
親
濟
_
の
潘
妹
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五
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交
て
る
所
の
.人
間
の
精
神
活
動
は
總
て
經
驗
的
知
識
の
所
產
.で
あ
り
->
其
知
識
の
類
推
、
應
用
の
.結
果
で
あ
る
、
略
言
r
れ
ば
そ
紙
社 

歷
史
的
記
述
と
理
論
的
分
析
の
綜
合
の
結
果
生
れ
る
も
の
で
あ
る
0.
人
：々

の
目
標
の
選
擇
や
世
界
觀
の
.樹

立

.
は

甞

な

る

飫

想

や

空

憨

な
 

恣
意
か
'ら
坐
れ
で
る
限
り
i

社
會
的
に
は
何
等
注
意
す
べ
き
價
値
を
持
た
ぬ
で
あ
.ら
ぅ
。
或
世
界
觀
が一

.
#

代
に
於
て
支
配
的
な
、
或 

は
兎
に
角
重
要
な
^ '
力
を
得
る
に
^

、
そ
れ
が
ょ
.く
了
'解
し
得
る
意
味
を
，以
て
歷
史
^
.內
に
深
い
根
據
を
棒
ち
.理
論
に
依
つ
て
含
理
性 

を
>褰
付
け
ら
れ
，‘得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

•-
;

:

畫

味

ぜ

.於
ズ
規
_
栽

！

■

瘭
_

福

經

満

な

る

：
世

界

觀

的

-

，

檩

準

が

歷

於

的

敷

現

實
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ふ
の
は
正
し
い
。
そ
.れ
.は
寧
ろ
：自
明
的
な
こ
と
で
あ
る
と
さ
.へ
い
へ
る
パ
'只
間
題
は
藤
史
の
內
か
ら
見
出
：.さ
れ
る
&

々
：な
目
‘標
の
内
：对 

れ
を
選
び
、
而
し
て
苎
の
目
標
を
如
何
：：に
し
£

^ -
の
規
範
士
す
る
か
に
在
る
：の
..で
あ
つ
て
、
■此
點
に
於
で
寧
に
歷
史
的
又
は
理
論」 

的
說
明
の
.み
か
.ら
決
定
原
因
没
求
，，
.め
る
^
..と
；が
，.許
さ
れ
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
、る
？
へ其

！
！

に
は
或
る
形
而
上
舉
的
な
要
請
、
' 宗
敎
的
，な
信 

仰
，
主
觀
的
な
世
界
觀
等
の
‘如
き
«
驗
の
'辙

域

を

超

：
ぇ

た

：あ

'る

も

：の

、

裏

打

ち

が

.必

寒

な

の

，
で

あ
，

^
^
^
^
^
^ ̂

二 

而

し

そ
-A
間

は

其

生

活

：の

%

極
0
標

：
の
：
選

：定

、
食

爲

.の
規
範
の
確
立
：片
於
.
.て
、
、斯
冷g

如
含
超
經
驗
CO
領
域

^

依
據
し
之
：に
訴
：へ
る 

,

と
^
が
セ
：き
れ
ば
ゼ
そ
.、
S
思
の
自
冉
に
意
味
を
帶
.ぶ
.る
と
と
に
：爲
り
：、：

靈

0
政
治)

に
豪
が
備
は
る
こ
と
に
取
る
の
^
あ
るo

:

み 

:は
社
會
的
#

る

.&
濟
丧
则
に
服
從
し
な
い
.で
、
之
を
可
.能

な

る

限

度

に

於

て

變

改

ず

る

と

と

：
が

，で

き

る

^
^
^
^
^

義
.も
亦
其
處
.に
在
^

と
息
な
け
れ
：ば
な
.ら
ぬ
o
、
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^

¥
り

見

れ

ば

ゴ

ず

チ
-:
^
が
*
置

社

鲁

義：

の

最

も.重
要
な
る
任
懲
し
'て
成
ィ
ッ
観
民
の
あ
ル
賢
變
革
と
輕
濟
に
於
妙
る

.

經
濟
的
性
向
の
變
革
釔
說
ハ

て
.居
る
.の
.は

正

當

，な

る

態

度

で

あ

'る
。
然
如
，1
ナ
，
チ
ニ
ス
.
.の
北
方
民
旋
生
義
の
世
界
麗
と
共
同
體
主
義
の
經
'

■ 

. 

. 
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.
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'

,濟
性
^,
と
は
、
::
ぞ

れ

紙

如

何

に

ド

ィ

ツ

，國

民

生

活

.の
；歷
史
の
內
か
ら
必
然
性
の
名
の
'下
に
主
張
さ
れ
ょ
ぅ
と
も
、
唯
之
を
可
能
な
り
し 

目
的
0

1

0
..
5
:|

^
し
上
ぅ
と
す
か
.も
の
と
服
釋
す
る
時
に
於
て
:»
>
:は
1£
し

.^
の
で
あ
今
^

'

ド
ィ
^v

歴
史
學
派
の
.人
々
の
現
代
に
於
け
る
復
活
•は
實
に
此
意
味
に
於
て
再
認
識
さ
れ
つ
く
あ
る
と
い
へ
ょ
ぅ
。
即
ち
古
典
學
派
に
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. f

味
る
.自
然
的
經
P

則
の
支
配
に
對
抗
し
て
、
人
間
の
精
神
の
滕
史
鞲
成
カ
^

强
調
す
'る
所
に
ル
ス
ト
や
シ
*
モ
ラ

1
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'現
代
的
意
義

こ.-
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• 

V
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1

が
ぎ
る
土
い
ー
へ
る
で
あ
ら
ぅ
。
又
ゴ
，
ト
ル
の
坐
浒
經
濟
學
办
思
想
に
^

て
も
、
：彼
の 
一

K

ふ
.所
.の
民
族
共
同
體
の
意
味
を
チ
チ
ー
ス
.の
考 

.
'ベ

羞

の

.民
族
典
同
體
に
解
す
る
時
に
初
め
て
そ
れ
i

體
的

:ふ
次
寥
暴
は
如
何
；に
も
疋
し
5
0
:-:
'
-即
ち
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汐
^
ル
の
.

)

民
銜
_

同
,
$
:慨
—

_
ナ
チ
^ :

の
で
あ
る
。
而
し
て
此
特
徴
の
價
値
性
は
認
識
に
對
す
る
或
る
，單
な
る
努
力
の
結
染
と
し
て
必
然
的
に
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
"
寧 

ろ
佌
琢
觀
的
體
驗
と
決
意
か
ら
坐
れ
*
而
し
て
斯
く
し
.て
坐
き
於
る
、
意
思
決
、定
的
な
力
に
.ま
で
高
め
ら
れ
る
の
で
‘あ
る
。
斯
く
の 

.

.
M含
實
質
的
な
經
定
が
故
免
、？
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に
又
た
^;
#

^
具
霞
的
教
世
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■
的楽
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質

政
治
經
濟
學
は
故
に
或
る
世
界
觀
的
背
景
を
、持
で
る
規
範
的
經
濟
學
で
•あ
る
と
い
ふ
と
と
が
で
き
•る
で
あ
ら
ぅ
。
ド
ィ
ツ
に
於
け
る
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.私
は
會
て
公
債
論
の
三
つ
の
翹
を
論
じ
.衣

こ

；
と

が

ぁ

る

(

本
誌
コ
不
一
一
ー
卷
ガ
號

^

そ
の
場
合
、(

論

究

の

：
對

象

と

4
:

た
'^
の
：
は
';
*
從
來
' 

行
は
れ
て
來
た
公
債
の
：理
解
亦
新
し
':
:<
國
民
經
濟
§:内
韵
關
聯
把
引
戾
さ
れ
ね
ば
.な
ら
ぬ
點
を
^

^
サ
る
に
あ
0
,
^
:
し

方

名

こ

め

內
 

的
關
聯
を
み
る
契
機
は
國
民
經
濟
の
總
過
樺
に
.關
與
ボ
る
：.國
家
齔
策
、の
簦
場
ゅ
多
か
れ
：る

:0
殊
に
ヒ
.や
«
合
：.の
&

^
 

濟
の
波
動
祀
關
聯
す
る
も
の
と
じ
ゼ
'
そ
の
：積
極
的
意
鮝
が
信
用
_
馨
を
逋
：じ
て
‘ー
部
さ
れ
る
»

實
に
み
^

^
る
と
：ぶ
ろ
^̂

た

が

.0
,て
、
：
A
の
：範
圍
內
把
お
い
' て
明
ら
か
に
せ
ら
れ
石
公
債
(0
奮
#
は
國
.民
遞
齊
00
順
當
故
る
發
表
に
限
ら
れ
る
も
の
で
ぁ
名
o 

Wゝ 

か
る
.'に
公
債
.ば
：た
^
私
0

の
如
き
經
濟
的
要
求
の
み
に
.屬
.す
る
も
の
..で
，
は

な

い0
謂

は

^

ッ.ァ
ハ
マ
ン
の
總
就
業
線(

註
ー
.
>
.
に

と
^
ま 

る
も
の
と
し
て
公
債
を
論
ず
る
こ
.と
は
、
公
債
問
題
の
す
.ベ
て
を
蔽
ふ
も
.の
で
は
な
い
の
■で
.ぁ
る
。
公
債
せ
戰
爭
そ
P
他
の
政
治
的
.要
' 

求
に
應
じ
て
增
發
さ
れ
ざ
る
を
得
な
.<
な
.り
、
.そ
と
：に「

曆
极
本
的
な
ィ
ン
ブ
ゾ
ー
シ
〒
ン
の
問
W

1
含
む
も
の
と
さ
れ
る
。
か
く
て

S

.


